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I think that the value of information will increase further in the advanced information society. The purpose 
of this research is to create a kinetic art that changes the movement according to the amount of movement traffic 
based on the acquired information. It expresses the power and energy of information by metaphorizing the power 
of natural phenomena and seeks new relationships between people and information. 
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なった 21 世紀では SNS(Social Network Service)、 





























































脂素材は表 1 に示す。 
 
表 1 使用する樹脂素材 
ポリスチレン PET-G 
































表 2 19 種類の光学的異方体 
 
c）実験結果 
TAMIYA 製ポリスチレン 1.7mm が最も色が鮮明に現
れ、多くの色が確認された。以降の実験は本実験の結果を
参考とする。現れた色の一部を図 4 に示す。 
 
 











略図を図 5 に示す。x,y 軸に光学的異方体を 15°ずつ傾け、
表れる色を確認する。使用する光学的異方体は x90°,y0°
の時に直線偏光の振動方向と直交するものを使用する。 
図 5 実験の概略図(光学的異方体 x90°，y0°の時) 
c）実験結果 





















モーターは3つで行い MERCURY MOTOR 社のSM-
42BYG011 を使用し、ドライバーIC は TOSHIBA 社の







制御が確認された(図 7)。また、本制作の際は 1 ツイー
トに入力可能な日本語の文字数は 140 文字であるため、
モーターの動きを切り替える文字数は 1〜35 文字、36〜







































チによる空間構成検討を図 8 に示す。 






る各幾何形態要素に番号を設定したものを図 10 に示す。 
 
 












x75°,y30°と x75°y15°、紫の要素は x60°,y30°、緑の要素は 
x75°,y0°、オレンジの要素は x30°,y30°で配置する。各要素 
を映す光学的異方体の配置設計を Adobe 社の Illustrator、










る。3DCG ソフトは Autodesk 社の 3dsMax を用いる。要
素の影の動きを図 11 に示す。また、要素は 1,3,7,8 のグ
ループ A,2 のグループ B、5 のグループ C の 3 グループ
に異なる動きのモーターを接続する。各要素の動きのグ





図 11 回転させた要素の影の動きのシュミレーション 
 
表 3 各要素の動きのグループと可動角度 
動きのグループ 要素 可動角度 
グループ A 
1  -30°〜30° 
3  -80°〜80° 
7  -5°〜5° 
8  -30°〜30° 
グループ B 2  -180°〜180° 





ド・サッパーが 1969 年にデザインした図 12 に示す Brion 
vega 社の「Black ST 201」b)を参考とし、図 13 に示すよう




図 12 Brionvega 社「Black ST 201」 
 
図 13 2DCG による作品外観意匠の検討 
（５）3DCG による作品プロポーションの検討 
3DCG による作品プロポーションの検討を行う。検討画
像の一部を図 14 に示す。 
 
 

























a）動作グループ A のギアボックス制作 
4 章で決定した動きのグループ A のギアボックスを
Box の上部に設置する。軸はφ5mm の アルミ棒、軸受
けはオイレス工業のフランジブッシュ 80F-0504、軸位置
の固定には岩田製作所のセットカラーSC0505C を使用
する。軸受けのハウジングは厚さ 4mm の MDF で制作す




図 17 ギアボックスの概略図 
 
 




































本体外装は厚さ 4mm の MDF、黒に塗装した厚さ 2mm
のアクリルで制作する。 
脚部固定パーツはφ13mm 厚み 1mm のステンレスパ




図 20 に制作した外観意匠構成部品を示す。 





される抽象表現を図 23、抽象表現の変化を図 24 に示す。 
 
 




図 22 投影された抽象表現 
 
 
図 23 投影された抽象表現 
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